












Changes in the Usage of Sino-Japanese Words in Modern Japanese:
With a focus on the adjectival usage 






































表 1 調査対象コーパスの語彙量 
時代 資料 出版年 語数（万） 
近代 
明六雑誌 1874-5 18 







女学雑誌 189-45 59 
女学世界 1909 52 
婦人倶楽部 1925 54 
全体 1874-1925 1,253 
現代 BCCWJ(出版 SC) 2001,2005 1,234 
 
 近代語のコーパスとしては，2016年 10月に全体が公開された『日本語歴史コーパス 明
治・大正時代編Ⅰ雑誌（以下，「CHJ 明治大正雑誌」または「CHJ」と略記）』（収録語数




助詞・助動詞を除く自立語数約 751 万語）。BCCWJ には，出版 SC のほかに，現代におけ
る言葉の流通実態を捉えるのに適した図書館 SC，個別の研究目的に沿うデータを集めた特
定目的 SC があるが，本研究では，比較する近代のコーパスが雑誌のみであるため，逐次性
の観点から共通性の高い資料として，雑誌や新聞を含む出版 SC を対象とする。出版 SC よ












 りするもの，いわゆる学校文法でいう「形容動詞」（ナ形容詞）に相当するものを扱う。  
 なお，漢語の形容詞用法には，以下のように連体修飾用法（限定用法）と叙述用法があ


























 語彙素 「[一-龠] [一-龠々]」 （漢字二字からなる語を指定するための正規表現） 
 語種  「漢」 
〈後方共起条件〉 
 後方１語 語彙素 「だ」「なり」「たり」 ＋ 活用形 「連体形」 
 後方２語 品詞  大分類「名詞」 
 







③ 近代・現代それぞれの時代で全用例の出現粗頻度合計が 10語を超えない語 
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表 2 時代と形容詞限定用法の有無とに基づく漢語分類 
カテ 
ゴリ 




感心, 彷彿, 沢山, 不可, 熟練, 混沌, 優越, 反対, 多数, 少数, 悠々, 強壮, 
軽便, 不祥, 繁華, 文明, 無味, 判然, 潔白, 精鋭, 豊饒, 大抵, 乾燥, 親善, 
得々, 偶然, 中堅, 乱雑, 懇意, 直接, 平然, 無私, 入用, 仰山, 秘密, 評判, 
必然, 普遍, 格段, 細心, 利益, 無事, 繁盛, 超然, 渾然, 寂寥, 優勝, 分別, 
年長, 虚偽, 幼少, 盲目, 隠密, 繁忙, 壮健, 大体, 集約, 忠誠, 卓越, 光明, 
慈善, 適任, 難渋, 大量, 最小, 明細, 大概, 誤謬, 本当, 愚痴, 少額, 特長, 
便益, 瞭然, 光栄, 深紅, 危急, 不具, 希代, 富貴, 紅色, 無双, 唯一, 沈黙, 
無言, 下落, 密着, 呆然, 淡々, 皆無, 最多, 好物, 随一, 颯爽, 富豪, 悲哀, 
多端, 博愛, 漫然, 無二, 無類, 現実, 苦労, 発明, 賛成, 冒険, 特色, 絶好, 
教官, 多々, 専制, 茫然, 至極, 画一, 点々, 奇形, 親近, 高率, 太平, 壮年, 
不測, 不実, 粛々, 近傍, 通俗, 訳書, 脈々, 忠義, 沈静, 下種, 眈眈, 危篤, 
歴々, 狼藉, 不貞, 緩徐, 不治, 白々, 経済, 一般, 安定, 突然, 少々, 徐々, 
短期, 折角, 相違, 正義, 間接, 夢中, 無数, 円形, 快楽, 執着, 近親, 和平, 
偏見, 屈辱, 空想, 独創, 急遽, 遠隔, 最上, 固形, 全盛, 無罪, 変態, 快速, 
知名, 孝行, 無形, 野性, 最盛, 得策, 偽善, 功徳, 低価, 愛敬, 有形, 白金, 
快晴, 同量, 最愛, 大儀, 異状, 全能, 釈然, 要害, 気鋭, 未開, 道楽, 猛然, 
好況, 揚々, 変則, 球形, 同格, 中位, 緑色, 弱小, 醜態, 信愛, 穏便 




問題, 絶対, 相互, 積極, 疑問, 蛋白, 長期, 高速, 最低, 必死, 法的, 任意, 
正式, 公式, 私的, 陽性, 有意, 成熟, 均等, 好評, 阿呆, 人的, 中性, 中立, 
内的, 陰性, 外的, 狂気, 万全, 余剰, 微量, 苦難, 異端, 認容, 心的, 健在, 
協和, 親和, 随意, 自明, 強靭, 過渡, 神妙, 直截, 内密, 史的, 磐石, 政略, 




重要, 必要, 可能, 大切, 適切, 十分, 巨大, 特別, 簡単, 奇麗, 多様, 有名, 
大変, 複雑, 大事, 重大, 貴重, 立派, 完全, 主要, 自由, 奇妙, 特殊, 危険, 
自然, 強力, 困難, 単純, 有効, 優秀, 明確, 深刻, 正確, 微妙, 偉大, 便利, 
膨大, 豊富, 強烈, 広大, 適当, 安全, 新鮮, 健康, 余計, 確実, 正当, 意外, 
正常, 詳細                      （上位 50語） 
 































1 純然(218/246/88.6%) 13 
広大(145/175/82.9%), 莫大(85/93/91.4%),  
純然(14/16/87.5%), 惨憺(16/18/88.9%),  




















































自由(138/4211/3.3%), 経済(2/4062/0%),  
事実(1/3902/0%), 自然(98/3811/2.6%),  
一般(2/3305/0.1%), 利益(9/3104/0.3%),  
多数(23/2611/0.9%), 反対(23/2502/0.9%),  
普通(20/2313/0.9%), 容易(97/2264/4.3%) 
164 
問題(2/8519/0%), 非常(31/1664/1.9%),  
普通(2/1717/0.1%), 種々(10/230/4.3%),  
独立(3/857/0.4%), 高等(5/353/1.4%),  






容詞用法頻度 / 出現総頻度 / 形容詞率」と共に示すと表 3の通りである。 
 
形容詞率によるカテゴリ 
  A：80%以上 B：40%以上 80%未満 C：20%以上 40%未満 D：5%以上 20%未満 
  E：5%未満 F：使用なし 
 
表 4 形容詞率に基づく漢語分布（近代×現代） 
近＼現 A B C D E F 総計 
A 1           1 
B 7 48 8 6 4   73 
C 5 103 80 44 11 24 267 
D   36 83 98 48 99 364 
E   5 5 38 70 206 324 
F   2 5 14 31   52 
総計 13 194 181 200 164 329 1081 
 
 表 4 に，近代・現代の形容詞率に基づくカテゴリをクロス集計したものを示す。両者の
カテゴリ間の相関を見ることができる。また図 1 は，時代別のカテゴリ分布を割合のグラ
フとして示したものである。表 3，4，図 1 より，比較的高い比率で形容詞として用いられ
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 表 5に，変化類型名，所属語数，所属語例を示す。 
 
表 5 形容詞用法の変化類型に基づく漢語の類別 
類型 語数 語例 
〈不変〉 628 
必要, 非常, 立派, 有名, 完全, 重大, 適当, 重要, 有力, 十分, 偉大, 
大切, 健全, 困難, 種々, 純然, 高尚, 簡単, 複雑, 危険  （上位 20 語） 
〈減少〉 21 
幼稚, 漠然, 肝要, 優良, 穏健, 簡易, 優等, 溌剌, 四角, 重宝, 狭小, 
単一, 満々, 津々, 扁平, 有毒, 歴然, 零細, 純白, 低調, 軽量 
〈増加〉 51 
莫大, 多大, 厄介, 無謀, 異様, 非凡, 瀟洒, 温厚, 無情, 華美, 無残, 
悲痛, 平易, 斬新, 屈強, 地味, 険悪, 希有, 潤沢, 風流, 奇特, 多様, 
無欠, 長大, 尊大, 流麗, 豪華, 病的, 詩的, 剛直, 無稽, 適度, 安易, 
杜撰, 豪奢, 闊達, 吝嗇, 絢爛, 不孝, 重厚, 過重, 劣悪, 不遜, 高度, 
有能, 良質, 対等, 邪悪, 壮絶, 不毛, 有徳 
〈消失〉 329 （省略；表 2「近代形容詞」参照） 











【出典】CHJ サンプル ID：60M 太陽 1895_06009 加藤弘之「遺伝應化の理によりて學問奨励の方
法を論ず」『太陽』1895年  
(5) 師範學校卒業の女子と言へば【優等】の位地を占むるものなり 
【出典】CHJ サンプル ID：60M 女雑 1894_29023 松籟生「地方に於ける有教育女子の情態」『女
学雑誌』1894年 
(6) 学校の優等生は必ずしも社会の【優等】生になれないことが多い。 




す形容詞，名詞として用いられているが，BCCWJ では 93例中 82例（約 88%）が(6)と同様
の「優等生」の例であり，現代ではほぼ「優等生」という複合名詞の用法に固定化されて























【出典】CHJ サンプル ID：60M 国民 1888_24025  著者不明「經濟記者と新日本（三）」『国民之
友』1888 年 
(8) 是に於て折角【文明】なる官吏の作りし法律も時としては姦人を助けて 


































 (9) …いい度胸だな。【感心】な度胸だ。 
【出典】CHJ サンプル ID：60M 太陽 1925_13059 国枝史郎「長篇小説 鼬つかひ（第五回）」『太
陽』1925 年 
(10) 併し君だけは【感心】に大概一定の線路の上を兎に角進んで居るやうだ。 
【出典】CHJ サンプル ID：60M太陽 1901_02022 幸田露伴「縁の糸」『太陽』1901年 
(11) 此名木を此得難い樽に收めたのであると聞いて、成程と【感心】した。 









図 3 「感心」の用法の年次変化 
 













































【出典】CHJ サンプル ID：60M 太陽 1917_10022 早川千吉郎「日英の經濟的關係改善論」『太陽』
1917年 
(13) 自然淘汰だの【優勝】劣敗だのとやかましく理科の時に教はつてゐる生徒だもの、 










【出典】CHJ サンプル ID：60M太陽 1901_09010 荻野仲三郎「宗教時評」『太陽』1901 年 
 
(15) けれども春子は、【平然】とした微笑を消さなかつた。 
















【出典】CHJ サンプル ID：60M 太陽 1909_13050 内田嘉吉「名士の西班牙觀 懷手の國民」『太
陽』1909 年 
(17) その後各交戰國とも、これ等【熟練】の職工を悉く戰線に出しては、 
【出典】CHJ サンプル ID：60M太陽 1917_03012 東郷安「戰時歐洲雜觀」『太陽』1917 年 
(18) あはれ○○新聞連載中の【評判】な蘭香女史が長篇小説、引續いての本日休載、 
【出典】CHJ サンプル ID：60M女世 1909_10013 萩香「小説 まつかぜ」『女学世界』1909年 
(19) 且又當時【評判】の小説家を網羅したれば兎も角も好評を博するならん、 





















【出典】CHJ サンプル ID：60M太陽 1917_13043 中村不折「厭ふべき傾向」『太陽』1917年 
(21) 萩中學の教員香川政一君の双親の元氣な別れなどは、當時、頗る【好評】だつた。 




























 極めて造語性の高い接辞「的」や「性」を含む 2 字漢語には，現代で形容詞用法を獲得
する語が多く含まれる。 
 
 (23) 其【法的】秩序を保障する一大責任ある法官は、 




















































































































コーパス検索アプリケーション『中納言』   https://chunagon.ninjal.ac.jp/ 
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